
　
鹿
児
島
県
が
「
新
時
代
に
対
応
し

た
戦
略
的
な
産
業
お
こ
し
」
を
進
め

て
い
る
。
企
業
誘
致
で
は
「
自
動
車

・
電
子
・
食
品
」
の
重
点
３
分
野
だ

け
で
な
く
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
健
康
・
医
療
」
な
ど
成
長
分
野
で

も
取
り
組
み
を
積
極
化
。
地
場
企
業

を
支
援
す
る
と
と
も
に
進
出
企
業
の

成
長
を
促
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年

度
は
重
点
分
野
の
振
興
策
を
強
化

し
、
新
分
野
や
新
市
場
に
挑
戦
す
る

企
業
の
後
押
し
に
力
を
入
れ
る
。

本物。鹿児島県

鹿児島のシンボル「桜島」（鹿児島県観光連盟提供）

産
業
お
こ
し
へ
の
挑
戦
重
点
広
げ
企
業
誘
致

鹿児島臨海工業地帯１号用地

産業遺産「尚古集成館」

伝統工芸品「薩摩切子」

工
業
団
地
ツ
ア
ー
実
施食

品
関
連
産
業
を
振
興

利
便
性
増
す
イ
ン
フ
ラ
新
幹
線
、
空
港
、
港
を
整
備

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ３月２６日 木曜日 　　

　
県
が
管
理
し
て
い
る
工
業

用
地
は
、
鹿
児
島
臨
海
工
業

地
帯
１
号
用
地

鹿
児
島

市

、
鹿
児
島
臨
空
団
地

霧
島
市

、
国
分
上
野
原

テ
ク
ノ
パ
ー
ク

同

、
志

布
志
港
新
若
浜
地
区
港
湾
関

連
用
地

志
布
志
市

の
４

カ
所
。
１
号
用
地
は

が

分
譲
中
で
、
鹿
児
島
市
の
中

心
部
か
ら
約

と
比
較

的
近
い
位
置
に
あ
る
。
臨
空

団
地
は
鹿
児
島
空
港

霧
島

市

や
九
州
自
動
車
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接
し
て

お
り
、
分
譲
面
積
は

・
６

と
４
カ
所
の
う
ち
最
大
。

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
は
周
辺
の
豊

か
な
自
然
が
特
徴
。
新
若
浜

地
区
は
国
際
海
上
物
流
拠
点

の
志
布
志
港
に
あ
る
。

　
産
業
を
支
え
る
鉄
道
や
航

空
、
港
湾
イ
ン
フ
ラ
は
利
便

性
が
増
し
て
い
る
。
九
州
新

幹
線
は
、
鹿
児
島
中
央
駅
と

新
大
阪
駅
を
最
短
３
時
間

分
ほ
ど
で
結
ぶ
。
鹿
児
島
空

港
は
、
国
際
線
で
は
韓
国
・

ソ
ウ
ル
、
中
国
・
上
海
と
香

港
、
台
湾
・
台
北
と
の
定
期

航
路
が
あ
る
。

　
志
布
志
港
に
は
５
万

級

の
貨
物
船
が
接
岸
可
能
な
水

深

の
岸
壁
を
持
つ
国
際

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。

宮
崎
県
と
近
く
、
南
九
州
地

域
に
お
け
る
国
際
物
流
拠
点

と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
国

の
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に

選
定
さ
れ
て
お
り
、
宮
崎
県

ま
で
広
が
る
畜
産
地
域
を
背

後
地
に
整
備
さ
れ
た
飼
料
タ

ー
ミ
ナ
ル
は
国
内
有
数
の
規

模
。
東
九
州
自
動
車
道
の
整

備
が
進
み
、
大
分
県
を
含
む

東
九
州
地
域
と
の
輸
送
時
間

は
短
く
な
っ
て
い
る
。

　
志
布
志
港
は
中
国
、
韓

国
、
台
湾
、
香
港
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
と
の
間
に
コ
ン
テ
ナ
定

期
航
路
が
あ
り
、
韓
国
・
釜

山
港
で
積
み
替
え
を
行
え

ば
、
ア
ジ
ア
、
北
米
、
豪

州
、
欧
州
と
結
ば
れ
る
。

　
鹿
児
島
県
の
工
場
進
出
に

対
す
る
優
遇
制
度
に
は
１
回

の
限
度
額
が

億
円
の
「
企

業
立
地
促
進
補
助
金
」
や

「
生
産
設
備
投
資
促
進
補
助

金
」
な
ど
が
あ
る
。
立
地
促

進
補
助
金
は
設
備
投
資
額

億
円
以
上
の
場
合
、
投
資
額

の
６
％
の
最
大

億
円
を
補

助
す
る
。
ま
た
薩
摩
川
内

市
、
阿
久
根
市
、
い
ち
き
串

木
野
市
へ
の
立
地
に
は
電
気

料
金
の
約
半
分
を
補
助
す
る

「
原
子
力
発
電
施
設
周
辺
地

域
企
業
立
地
支
援
給
付
金
」

制
度
が
あ
る
。

　
県
は
立
地
し
た
企
業
に
対

す
る
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
職
員
が
本
社
や
親
会
社

の
訪
問
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
き
め
細
か
く
対
応
。
金
融

や
人
材
確
保
、
雇
用
維
持
に

関
す
る
制
度
の
提
案
や
助
言

を
行
う
。
技
術
支
援
で
は
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

霧
島

市

な
ど
県
内
の
試
験
研
究

機
関
と
連
携
。
資
金
調
達
や

人
材
確
保
、
取
引
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
、
か
ご
し

ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

鹿

児
島
市

が
協
力
す
る
。

　

年
度
の
産
業
振
興
は

「
新
時
代
に
対
応
し
た
戦
略

的
な
産
業
お
こ
し
」
が
テ
ー

マ
。
「
新
産
業
戦
略
」
と
し

て
多
く
の
新
規
事
業
を
展
開

す
る
。

　
企
業
誘
致
で
は
「

し
ご

と

創
生

巡
る
。
か
ご
し

ま
の
工
業
団
地
ツ
ア
ー
事

業
」
を
企
画
。
県
外
の
経
営

者
を
工
業
団
地
を
含
め
県
内

各
地
に
案
内
し
、
県
の
魅
力

を
体
感
し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
。
「
発
電
用
施

設
周
辺
地
域
立
地
企
業
Ｂ
Ｃ

Ｐ
緊
急
対
策
事
業
」
は
、
進

出
企
業
が
行
う
防
災
対
策
関

連
の
施
設
や
設
備
の
整
備
に

必
要
な
経
費
を
助
成
す
る
事

業
。
企
業
の
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
後
押
し
し
て

雇
用
機
会
の
確
保
を
図
る
。

「
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
生

産
設
備
投
資
支
援
利
子
補
給

事
業
」
で
は
、
設
備
投
資
の

た
め
に
借
り
入
れ
た
資
金
に

か
か
る
支
払
利
子
の
一
部
を

補
助
す
る
。

　
事
業
創
出
や
企
業
の
新
規

参
入
に
つ
い
て
も
新
た
な
取

り
組
み
が
あ
る
。
「
地
域
活

性
化
起
業
家
支
援
事
業
」
で

は
、
起
業
の
初
期
段
階
で
必

要
と
な
る
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
。
過
疎
地
域
で
新
ビ
ジ

ネ
ス
や
雇
用
を
創
出
し
て
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
も
の
づ
く

り
交
流
事
業
」
で
は
、
モ
ノ

づ
く
り
企
業
に
よ
る
ヘ
ル
ス

ケ
ア
産
業
参
入
を
促
進
す
る

た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
や
機

器
開
発
な
ど
に
支
援
す
る
。

　

年
度
か
ら
引
き
続
き
実

施
す
る
事
業
に
は
、
積
極
的

な
事
業
展
開
を
図
る
企
業
に

対
す
る
も
の
が
多
い
。

　
「
中
小
製
造
業
者
創
業
・

新
分
野
進
出
等
支
援
事
業
」

は
経
営
計
画
の
策
定
か
ら
研

究
開
発
、
設
備
投
資
ま
で
一

貫
し
て
支
援
す
る
事
業
。

「
製
造
業
新
分
野
参
入
支
援

特
別
対
策
事
業
」
で
は
新
分

野
に
参
入
す
る
た
め
の
研
究

開
発
や
人
材
育
成
を
促
す
。

ま
た
、
海
外
で
の
取
引
拡
大

を
目
的
と
し
た
商
談
会
出
展

に
助
成
す
る
。

　
県
は

年
度
に
「
か
ご
し

ま
製
造
業
振
興
方
針
」
を
策

定
し
た
。
そ
れ
以
降
、
方
針

に
沿
っ
て
新
産
業
育
成
や
立

地
企
業
支
援
、
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

年
度

は
製
造
業
振
興
の
今
後
の
方

向
性
を
検
討
し
、
方
針
を
改

訂
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
施
策

の
実
績
や
課
題
、
県
内
製
造

業
の
動
向
を
踏
ま
え
た
内
容

に
な
る
。

　
鹿
児
島
県
が

年
度
か
ら

３
年
間
の
計
画
で
進
め
て
い

る
の
が
「
食
品
関
連
産
業
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
推
進

組
織
と
し
て

年
５
月
に

「
鹿
児
島
県
食
品
関
連
産
業

推
進
協
議
会
」
が
産
学
官
金

で
発
足
し
た
。
具
体
的
に
は

経
営
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ

か
開
発
支
援
、
就
業
体
験
事

業
に
よ
る
人
材
確
保
、
中
小

企
業
融
資
制
度
に
よ
る
資
金

調
達
の
円
滑
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の

テ
ー
マ
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
海
外
展
開
、
食
品
表
示

な
ど
が
あ
る
。

　
県
が

年
度
に
実
施
す
る

企
業
支
援
事
業
に
も
食
品
分

野
は
多
い
。
「
か
ご
し
ま
の

食

付
加
価
値
向
上
対
策

事
業
」
は
、
国
内
外
の
有
力

市
場
を
対
象
に
、
現
地
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
新
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
事

業
。
「
安
心
・
安
全
な
食
の

認
証
取
得
促
進
事
業
」
で
は

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

危
害
分
析
重

要
管
理
点

な
ど
の
食
品
の

安
全
性
や
衛
生
管
理
の
認
証

取
得
を
後
押
し
す
る
。
食
品

関
連
企
業
の
技
術
ニ
ー
ズ
と

機
械
メ
ー
カ
ー
の
技
術
を
マ

ッ
チ
ン
グ
し
、
産
学
連
携
に

よ
る
研
究
開
発
に
つ
な
げ

る
。

　
鹿
児
島
県
は

年
度
か
ら

「
産
業
お
こ
し
へ
の
挑
戦
」

を
掲
げ
、
２
次
産
業
の
強
化

に
取
り
組
む
。
企
業
誘
致
に

つ
い
て
は
「
自
動
車
・
電
子

・
食
品
」
を
重
点
誘
致
業
種

に
位
置
付
け
る
。

年
度
に

は
「
か
ご
し
ま
製
造
業
振
興

方
針
」
に
基
づ
い
て
「
環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
」
「
健

康
・
医
療
産
業
」
な
ど
を
重

点
対
象
に
加
え
た
。
進
出
企

業
に
は
設
備
の
増
強
、
更
新

な
ど
の
経
費
を
補
助
。
幅
広

い
知
識
と
人
脈
を
持
つ
民
間

企
業
出
身
者
な
ど
を
企
業
誘

致
専
門
員
や
進
出
企
業
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
起
用
し
て
企
業

に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い

る
。

　
食
品
分
野
は
、
特
に
地
域

資
源
を
生
か
せ
る
誘
致
分

野
。
鹿
児
島
県
は
全
国
有
数

の
食
料
供
給
基
地
で
あ
り
、

農
業
生
産
額
、
漁
業
生
産
額

と
も
に
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
食
品
関
連
産
業
は
、
県

の
製
造
業
の
製
品
出
荷
額
な

ど
に
占
め
る
割
合
が
５
割
を

超
え
る
主
要
産
業
で
あ
る
。

　
県
は
農
林
水
産
業
と
食
品

加
工
業
、
試
験
研
究
機
関
が

連
携
す
る
「
食
の
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
」
の
形
成
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
の
主
な

取
り
組
み
が
農
商
工
連
携
や

６
次
産
業
化
へ
の
支
援
で
、

地
場
企
業
の
振
興
と
企
業
誘

致
に
つ
な
げ
る
。

　
食
品
産
業
振
興
を
技
術
面

で
支
え
る
の
が
４
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
す
る
「
大
隅
加
工

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
。
素

材
提
供
型
農
業
か
ら
高
付
加

価
値
型
農
業
へ
の
展
開
を
図

る
「
大
隅
農
業
・
加
工
技
術

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
拠

点
で
も
あ
る
。
県
内
で
生
産

さ
れ
る
加
工
・
業
務
用
野
菜

の
多
く
は
県
外
で
加
工
さ
れ

て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
野
菜
を
一
次
加
工
す
る

な
ど
し
て
付
加
価
値
を
で
き

る
だ
け
県
内
に
取
り
込
む
こ

と
を
目
指
す
。

　
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

に
あ
る
鹿
児
島
県
農
業
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
大
隅
支
場
の

隣
接
地
に
あ
る
。
「
加
工
ラ

イ
ン
実
験
施
設
」
と
「
加
工

開
発
実
験
施
設
」
「
流
通
技

術
実
証
施
設
」
「
企
画
・
支

援
施
設
」
か
ら
な
る
。

　
加
工
ラ
イ
ン
実
験
施
設
は

ペ
ー
ス
ト
、
乾
燥
、
冷
凍
、

フ
レ
ー
ク
の
試
作
が
可
能
。

同
施
設
と
加
工
開
発
実
験
施

設
の
製
品
開
発
試
作
室
で
作

っ
た
試
作
品
は
必
要
な
手
続

き
を
経
て
販
売
で
き
る
。
流

通
技
術
実
証
施
設
は
長
距
離

輸
送
に
対
応
し
た
品
質
保
持

や
長
期
保
存
が
研
究
テ
ー

マ
。企
画
支
援
施
設
に
は
相

談
窓
口
を
開
設
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
を
支
援
す
る
。

　
４
月

日
か
ら
３
日
間
、

同
セ
ン
タ
ー
は
一
般
見
学
会

を
開
く
。
１
回

分
程
度
の

ツ
ア
ー
方
式
で

日
は

時

半
か
ら
６
回
の
実
施
予
定
。

、

日
は

時
か
ら

回

を
計
画
し
て
い
る
。
通
常
は

入
室
に
消
毒
が
必
要
な
部
屋

も
特
別
に
見
学
で
き
る
。


